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九
月
決
算
議
会
が
始
ま
り
ま
す 

党議員団、住民の命と暮らしをまもる行政をめざして！ 

合併の『弊害』をただす議会として 

 

 

８
月
３
０
日
か
ら
１
０
月
４
日
ま
で
の
日
程
で
９
月
定
例
会
が
お

こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
当
議
員
団
は
今
議
会
で
、
合

併
後
の
一
年
間
の
市
の
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
目
線
で
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
民
の
福
祉
な
ど
「
必
要
な
こ
と
が
き
ち

ん
と
実
行
さ
れ
て
い
た
か
」
、
「
税
金
は
正
し
く
使
わ
れ
た
の
か
」
等

の
角
度
か
ら
決
算
審
議
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

 

「南栗橋液状化被害」への久喜市独自の支援が明らかに 

             共産党は県の支援策を求め意見書提出 

8 月 23 日市議会の全員協議会が開かれました。市長から東日本大震災で、被災者生活再建支援法

の適用について報告があり、り災証明件数は南栗橋地区で、全壊 11 件、大規模半壊 41 件、半壊 52

件、一部損壊 59 件であることが明らかになりました。 

また、被災者生活再建支援法の対象は 54 件で、市独自支援の対象は半壊と一部損壊の被災者で 111

件です。 

市独自の支援は 100 万円を限度とし一億円の基金を財源として充てる予定です。 

さらに、東日本大震災者支援基金への納入状況については、寄付金、街頭募金、募金箱など 8 月

22 日現在 472 万が寄せられています。 

8 月 22 日には、市長と議長が上田知事に対し液状化被害に関する要望書を手渡し、県から被災し

た住民への支援を要請しましたが、支援の明言はありませんでした。 

これまで国の支援策の適用、また市の支援策が実現している中県の支援がどうしても必要です。

日本共産党は今議会で県の支援策を要望する意見書を提出しています。 

 

 

全員協議会が開かれ 

       市の説明がありました 



 

住民要望の 
実現に向け 
 

４議員が一般質問を通告しました 
 南

栗
橋
液
状
化
被
災
に
対
す
る
支
援 

な
ど
４
項
目
に 

◆
国
の
支
援
や
久
喜
市
独
自
の
支
援
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
再
建

に
は
ま
だ
困
難
が
伴
う
。
具
体
的
な
支

援
策
や
県
の
支
援
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。 

 

ま
た
、
液
状
化
被
災
で
は
宅
地
を
販

売
し
た
事
業
者
に
も
一
定
の
責
任
が

あ
り
支
援
を
求
め
る
べ
き
だ
が
ど
う

か
。 

◆
住
宅
の
屋
根
瓦
破
損
な
ど
に
も
支

援
が
必
要
。
市
の
考
え
は
ど
う
か
。 

◆
合
併
し
水
道
事
業
統
合
に
向
け
た

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
が
答
申
さ
れ
た
。 

 

配
水
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
問
う 

◆
平
和
都
市
宣
言
の
実
施
は
非
核
・
憲

法
位
置
づ
け
て
実
施
を
す
べ
き
だ
が
。

時
期
は
い
つ
か
。 

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
扱
う

仕
事
上
で
事
故
が
起
き
、
賠
償
責
任
が

発
生
し
た
場
合
半
分
は
自
己
負
担
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
対
応
す
べ
き
。
市
の
考
え
は 

 

１
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る 

 
 

 

放
射
能
汚
染
に
つ
い
て 

◆
市
内
の
空
気
中
の
汚
染
状
、
土
壌
、
牛

肉
な
ど
食
物
、
水
道
、
焼
却
炉
の
焼
却
灰

な
ど
の
汚
染
状
況
は
。 

２
、
生
活
保
護
を
め
ぐ
る
状
況
に 

つ
い
て 

◆
最
近
の
市
内
の
生
活
保
護
の
申
請
状

況
は.

。
ま
た
、
国
の
見
直
し
を
ど
う
判

断
し
て
い
る
の
か
。 

３
、
青
葉
団
地
の
ス
ー
パ
ー
撤
退
の
そ

の
後
の
状
況
に
つ
い
て 

◆
鷲
宮
団
地
へ
の
出
店
決
定
後
、
青
葉
団

地
で
の
出
店
の
動
き
に
つ
い
ど
う
把
握

し
て
い
る
の
か
。 

４
、
国
保
税
の
統
一
に
向
け
て
の
最
近

の
動
き
に
つ
い
て 

◆
国
保
運
営
協
議
会
の
答
申
が
出
さ
れ

た
が
、
そ
の
審
議
内
容
や
答
申
で
多
く
の

市
民
が
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

 

１
、 

指
定
ご
み
袋
へ
の
統
一
に 

つ
い
て 

新
た
な
指
定
袋
（
有
料
）
は
市
民 

の
負
担
に
な
る 

◆
指
定
袋
導
入
は
市
民
の
意
見
を 

 

聞
い
た
結
果
な
の
か 

◆
多
く
の
市
民
に
影
響
す
る
合
併
の 

 

弊
害
で
は
な
い
か 

２
、「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
事
業
、 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て 

 
 

◆
児
童
虐
待
防
止
の
上
で
重
要
だ
が 

 
 
 

早
期
発
見
に
ど
う
対
応
す
る
か 

３
、
各
児
童
館
の
改
善
と
久
喜
駅
西
側 

へ
の
新
設
を 

◆
児
童
館
の
改
善
を
ど
う
進
め
る
か 

◆
南
公
民
館
は
改
築
し
て
児
童
館
を 

 

併
設
し
て
は
ど
う
か 

４
、
南
栗
橋
の
液
状
化
に
つ
い
て
市
は 

「
責
任
は
な
い
」
と
し
て
い
る
が 

 
 

◆
新
市
の
防
災
計
画
は
策
定
中
な 

の
で
完
成
ま
で
は
、
栗
橋
町
の
地
域 

防
災
計
画
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
上
で 

今
回
の
事
態
を
ど
う
考
え
る
か
。 

◆
市
民
を
守
る
た
め
に
液
状
化
対
策
が 

必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。 

◆
「
行
政
の
不
作
為
」
を
認
め
よ
。 

 

１
、
久
喜
市
の
循
環
バ
ス
実
現
を
早
く 

◆
駅
、
公
共
施
設
、
病
院
、
商
店
街 

な
ど
に
い
け
る
手
段
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
か 

◆
い
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
か 

２
、
市
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
政
策 

に
つ
い
て 

 
 

◆
風
力
、
中
小
水
力
、
地
熱
な
ど
に 

よ
る
発
電
に
つ
い
て
検
討
を 

 
 

◆
導
入
自
治
体
の
実
例
や
財
源
補
助

に
つ
い
て 

３
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に 

つ
い
て 

 
 

◆
久
喜
市
が
お
こ
な
っ
て
き
た
岩 

手
県
山
田
町
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い

て
の
教
訓
は 

◆
被
災
自
治
体
へ
の
今
後
の
職
員
の 

派
遣
が
待
た
れ
る
が
計
画
は
ど
う
か 

 
 

ま
た
、
自
転
車
な
ど
の
物
資
送
付
の

計
画
は 

４
、
東
鷲
宮
駅
「
橋
上
化
」
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
で
の
早
期
実
施
を 

 
 

◆
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

市
は
ど
う
い
う
方
式
を
選
択
す
る
か 

 
 

◆
駅
舎
改
善
へ
の
工
程
を
明
ら
か
に 

石
田
利
春
議
員 

 

９
月
５
日
・
２
番

目 

 

 
木
村
奉
憲
議
員 

９
月
２
日
・
６
番
目 

 

 
渡
辺
昌
代
議
員 

 
 

９
月
６
日
・
２
番
目 

 

杉
野 

修
議
員 

 
 

９
月
５
日
・
３
番
目 


